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高
齢
者
の
医
療
費
負
担
無
料
化
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
際
連
合
の
定
義
に
拠
れ
ば
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
比
率
が
七
％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
、
十
五
％
を
超
え
る
と

高
齢
社
会
、
更
に
二
十

一
％
を
超
え
た
場
合
に
は
超
高
齢
社
会
と
呼
ば
れ
る
。

我
が
国
に
於
い
て
は
、
日
本
万
国
博
覧
会
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

一
九
七
〇
年
に
早
く
も
七
％
を
超
え
て
お
り
、
本
年
二
〇

〇
八
年
に
は
二
十
二
％
に
達
し
て
い
る
。
即
ち
、
世
界
で
も
有
数
の

「超
高
齢
社
会
」
で
あ
る
。

他
方
で
現
在
、
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
未
曾
有
と
も
呼
ぶ
べ
き
悪
化
の
一
途
を
迪
つ
て
お
り
、
雇
用

・
所
得
環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
で
、
個
人
消
費
も
急
速
に
弱
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
於
い
て
、
景
気
対
策
と
そ
れ
に
続
く
経
済
成
長
に

向
け
て
の
取
り
組
み
こ
そ
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
別
け
て
も
、
超
少
子

・
超
高
齢
社
会

ニ
ッ
ポ
ン
に
於
い
て
は
、
介
護
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
等
の
産
業
分
野
が
景
気
回
復
の
牽
引
役
を
担
う
こ
と
が
、
安
心

・
安
全
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
肝
要

と
考
え
る
。

麻
生
太
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
九
日
の
所
信
表
明
演
説
で
、
日
本
経
済
の
立
て
直
し
、
介
護
、
医
療
、

福
祉
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
安
心
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
分
野
の
施
策
を
如
何
に
連
携

さ
せ
、
経
済
の
立
て
直
し
や
着
実
な
成
長

へ
と
繋
げ
て
い
く
の
か
、
就
任
か
ら
三
か
月
が
経
過
し
た
現
在
に
至
る
も
未
だ
、
明



ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
と
憂
慮
す
る
。

新
党
日
本
代
表
で
あ
る
私
、
田
中
康
夫
は
従
前
か
ら
、
政
治
や
行
政
の
無
駄
を
排
し
、
人
が
人
の
お
世
話
を
し
て
初
め
て
成

り
立
つ
、
新
し
い
二
十

一
世
紀
型
の
雇
用
を
生
む
福
祉

・
医
療

・
教
育

・
環
境
の
分
野

へ
と
予
算
を
傾
注
投
資
す
べ
き
と
の
哲

学
と
信
念
を
抱
き
、
未
曾
有
に
悪
化
し
た
県
財
政
を
再
建
す
べ
く
登
板
し
た
信
州

・
長
野
県
知
事
在
任
中
か
ら
、
こ
う
し
た
分

野
の
充
実
を
具
体
的
に
行
い
、
延
い
て
は
地
域
の
雇
用
と
再
興
を
管
し
た
。

翻

つ
て
、
現
下
の
ニ
ッ
ポ
ン
を
眺
む
る
に
、
無
為
無
策
な
政
治
と
行
政

へ
の
哀
し
み
と
憤
り
に
留
ま
ら
ず
、
国
民
の
間
に
漂

う
将
来
に
対
す
る
言
い
知
れ
ぬ
不
安
こ
そ
が
、
消
費
低
迷
の
最
大
要
因
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
斯
く
な
る
不
安
の
解
消
を

図
っ
て
こ
そ
、
内
需
拡
大
も
実
現
し
得
る
。
就
中

（な
か
ん
ず
く
）
、
高
齢
な
方
々
に
対
す
る
日
々
の
生
活
の
安
心
実
現
は
、
全

て
の
世
代
の
安
心

へ
と
繋
が
る
。

日
本
国
民
の
個
人
金
融
資
産
は
千
四
百
兆
円
余
り
に
も
上
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ン）う
し
た
貯
蓄
が
消
費

へ
と

回
ら
な
い
昨
今
の
傾
向
こ
そ
が
景
気
低
迷
の
原
因
で
も
あ
る
。
消
費
す
な
わ
ち
投
資
で
あ
り
、
内
需
拡
大
、
一雇
用
拡
大
を
実
現

す
る
為
に
は
、
将
来
に
備
え
て
貯
蓄
に
偏
り
勝
ち
な
国
民

一
人
ひ
と
り
が
明
る
い
希
望
を
抱
け
る
施
策
の
可
及
的
速
や
か
な
る

実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。



そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一　
国
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算
資
料
に
よ
れ
ば
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費
は
平
成
二
十
年
予
算
ベ
ー
ス
で

約
十

一
・
九
兆
円
で
あ
る
。　
一
方
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
負
担
す
る
医
療
費
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
し
て

約
Ｏ

ｏ
九
兆
円
を
負
担
し
、
個
々
の
医
療
費
支
払
い
分
と
し
て
約

一
兆

一
千
億
円
を
自
己
負
担
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
合
計
は
約
二
兆
円
で
あ
る
。
内
需
主
導
に
よ
る
経
済
活
性
化
の
一
方
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
保
険
料
及
び
窓
回
負
担
の

無
料
化
を
実
施
し
、
そ
の
可
処
分
所
得
を
増
大
さ
せ
て
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

一
一　
政
府
は
、
定
額
給
付
金
制
度
を
実
施
す
る
た
め
、
二
兆
円
の
財
源
を
確
保
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
施
策
は
国
民
か
ら
は
著
し
く
不
評
で
あ
り
、
再
考
を
要
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
二
兆
円
を
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
医

療
費
無
料
化
の
次
年
度
に
於
け
る
財
源
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

〓
一　
高
齢
者
が
将
来

へ
の
不
安
を
背
景
に
、
い
わ
ば
資
産

・
財
産
を
囲
い
込
み
、
結
局
の
と
こ
ろ
運
用

・
投
資

・
消
費
に
回
ら

な
い
ま
ま
相
続
に
至
り
、
更
に
は
そ
の
結
果
、
家
族
間
の
資
産
相
続
紛
争
の
原
因
に
な
る
な
ど
、
資
産
が
生
か
さ
れ
な
い
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
資
産

・
財
産
の
有
効
活
用
を
促
し
、
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る
税
制
と
し
て
、
相
続
税

・
贈
与
税
の
見



直
し
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
特
に
生
前
贈
与
の
無
税
化
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四
　
生
前
相
続
人
が
無
い
為
、
国
庫
に
帰
属
さ
れ
て
し
ま
う
資
産
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
不
動
産
及
び
銀
行
預
金
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。
加
え
て
、
そ
の
銀
行
日
座
等
の
存
在
を
相
続
人
た
る
家
族
等
が
把
握
し
得
ぬ
儘
、

こ
れ
ら
逸
失
利
益
が
金
融
機
関
の
収
入
と
化
し
て
い
る
金
額
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

4




